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（1） 社会的課題の解決に向けた 2 つのアプローチ 

『社会的課題を本業で解決する!』 これは、「本来の CSR」と CSV について、それぞれが目指すものを

端的に説明する表現である。両者は本質的にまったく異なる概念であるにも関わらず、同じ表現となる。

なぜであろうか？ それは、“社会的課題の原因”と“本業”の認識が根本的に異なるからである。 

「本来の CSR」では、自社ビジネスの中に社会的課題の原因が内在すると認識し、それが社会や環境

に及ぼす影響に対して、“本業＝自社事業のプロセスとプロダクト”において解決する責任があると考える

（現実にはプロセスに問題が多い）。これに対して、CSV では社会全体が抱える課題と自社ビジネスとの

因果関係は弱いものの、その社会的課題の解決に大きな収益機会が潜んでいると考え、“本業＝自社の

強みを活かしたプロダクトや事業の開発”に挑戦するのである。 

つまり、「本来のCSR」は、企業自身が原因となっている社会的課題を自ら解決することにより、ステーク

ホルダーの価値向上と持続可能な社会の構築をめざす。CSV は社会全体の課題を解決することにより経

済価値を産み出そうとするビジネス戦略である。これらのことを端的に表現すると、以下のようになる。 

●「本来の CSR」とは、 

自社の意思決定と事業活動が社会や環境に及ぼす影響に対して、「本業（プロセスとプロダクト）」にお

いて自ら解決を図ること 〔ISO26000 による定義〕。すなわち、“必須”として実践
、、

すべきことである。 

●CSV とは、 

「ビジネス＝本業」として、社会や地域が抱える問題・課題をプロダクト（製品・サービス・事業）の開発・

販売により解決を図ること 〔ポーター教授の提唱〕。すなわち、“挑戦”として実現
、、

すべきことである。 

（2） ＣＳＶの登場で鮮明になった「本来のＣＳＲ」の姿 

このように考えると、社会的課題を本業で解決するには 2つのアプローチがあることがわかるが、Ｃ

ＳＶの登場で「本来のＣＳＲ」の姿が鮮明になったと言うことができる。有体に言えば、「本来の CSR は

しなければ社会から非難されるが、CSV はしなくても社会から非難されることはない。」となろう。 

ただし、両者は基本的に対立する概念ではなく、また相互に置き換わるものでもなく、並立するも

のである。そこで、改めて「本来のCSR」とCSVの本質的な違いを対比し確認しておきたい（図表1）。 
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図表 1：「本来のＣＳＲ」とＣＳＶの本質的な違い 

論 点 本来のＣＳＲ （第一ＣＳＲ） ＣＳＶ （第二ＣＳＲ） 

社会的課題 

の原因 

自社事業とバリューチェーン：企業内部の課題 

（自社ビジネスによるネガティブ・インパクト） 

社会・地域全体：企業外部の課題 

（自社ビジネスと直接的な因果関係は弱い） 

実践の是非 
自社の及ぼす影響に対する責任として“必須” 

⇒しなければ社会から非難される 

ビジネス戦略として企業判断による“挑戦”  

⇒しなくても社会から非難されない 

本業 自社事業のプロセスとプロダクトにて対応 プロダクトや事業の開発に主たる関心 

基本姿勢 社会から企業を見る「社会基点」 企業から社会を見る「企業基点」 

社会的課題 

の発見 

デュー・デリジェンス、ステークホルダー・エンゲージメ

ント ⇒マテリアリティの判断 
（企業独自の社会価値の判断基準） 

経営戦略 
主にリスク・マネジメント（ブランド毀損の回避） 

⇒信頼性の向上（ネガティブからポジティブな影響へ） 

主にビジネスチャンス（課題解決の新規事業） 

⇒イノベーション創出（社会価値を経済価値へ変換） 

利益 
短期的な利益とは異質 

⇒長期的な企業価値に貢献 
利益の最大化に貢献 

最終目標 

社会と企業のサステナビリティ 

⇒人権に基づく持続可能な社会の構築 

⇒健全な企業は健全な社会に宿る 

経済価値と競争優位 

⇒企業と社会が対立しない「新しい資本主義」の確立 

世界的な 

イニシアチブ 

ISO26000、GRI、国連グローバル・コンパクト、OECD

「多国籍企業行動ガイドライン」、国連「ビジネスと人

権に関する指導原則」、国連 SDGs など 

ポーター教授の学説 

（推進組織 SVI） 

（資料）拙著『CSR経営 パーフェクトガイド』2015 年ウィズワークス刊に加筆。 「第一CSR」と「第二CSR」については次項参照。 

（3） 「本来のＣＳＲ」とＣＳＶは両輪関係 

それでは、「本来のCSR」と CSVの位置関係はどのようなものであろうか？ それぞれの本質から判断すれ

ば、いかなる企業も「本来のCSR」なくして CSVはない、と言える。しかしながら、経営学者ドラッカーは、その

大著『マネジメント』（4章）の中でCSRをより包括的にとらえ、「社会的責任の問題は、企業にとって 2つの領

域において生ずる」と明確に述べている。すなわち、 

 第一に、自らの活動が社会に対して与える影響から生ずる。 

 第二に、自らの活動とは関わりなく社会全体の問題として生ずる。 

 しかし、この 2つの社会的責任は、まったく違う性格のものである。 

 この考え方は、筆者が前項で“社会的課題の原因”の違いとして述べたことと基本的に同じではないか。そ

こで、前者を「第一CSR」、後者を「第二CSR」と呼ぶことにするが、どちらが欠けても車は動かないという意味

で、両者は「両輪関係」にあると言うことができる。 

ここで議論になるのが、本業外の「社会貢献」の位置づけである。ポーター教授は、寄付やフィランソロピー

などの米国型社会貢献活動（善行的CSR）では社会イノベーションは起こせないと主張した。筆者も、企業市

民的な社会貢献活動について、それ自体は素晴らしいが、従来から CSRではないとの立場をとってきた。 

以上のことを模式的に表現したものが図表 2である。環境保全に積極的な製造業をイメージすれば、自社

工場の操業が原因で、地域環境や地域住民あるいは従業員に悪影響を与えた場合、それを除去し改善する

べく誠実に取り組む。これが“責任”であり、「本来のCSR」（第一CSR）となるが、日頃の社会貢献活動を理由

に免れる訳ではない。他方、エネルギー効率の良い環境配慮型製品を開発し、消費者に買ってもらうことで、

環境保全と企業収益を同時に実現することができる。これはCSV（第二CSR）に他ならない。 



 

 

3｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2016-03-22｜Copyright ©2016 NLI Research Institute All rights reserved 

図表 2：「本来の CSR」（第一 CSR）と CSV（第二 CSR）の両輪関係 

 
(資料)拙稿「CSVは CSRの進行形だろうか？」ニッセイ基礎研レポート 2013 年 4月 15日 

（4） 「本来のＣＳＲ」とＣＳＶの同時性を言い始めた人々 

筆者は「本来のＣＳＲ」とＣＳＶを両輪関係と表現したが、最近になって両者を統合的に考えようとする人々

が現れてきた。代表的な考え方は、以下のとおりである。 

●オルタナ編集長の森摂氏は「CSR/CSV」の表記を提唱 

両者は最終的には社会的課題の解決と経済的な成果をめざしており、企業内部で完結するのではなく、

専門家・大学・NPOなどの企業外部との協働であること、そして「未来の顧客」を増やすことが共通する。そ

こで、両者の違いをオリンピックに例えて、「CSRはルール、CSVは競技」と表現する。 

●伊藤園の笹谷秀光氏は「CSRから CSVへ？」と表現 

CSR（ISO26000）は人権・労働・事業慣行・環境・消費者などに網羅的に対処する世界標準であり、国内外

で浸透してきている。一方、CSV（ポーター教授）は社会的課題解決と高収益・競争優位の同時実現をめざ

す米国発の戦略論であり、国内外の経営者に話題となっている。しかし、それぞれ活用局面・次元が異な

るため、両方が必要である。そこで、「CSRの進化＋CSVの進化⇒両刀使いの経営へ」と表現する。 

●一橋大学教授の名和高司氏は「CSV2.0」を提唱 

社会の抱える課題を解決することで社会価値と経済価値を両立させるべきとするポーター教授の“CSV思

想”を、どのようにして経営に落とし込むか。その実現要件・課題を分析する中で、「CSV2.0」の必要性を指

摘する。そのうえで、「志」を大事にする日本的経営理念に基づくCSV戦略「J-CSV」を提唱しており、最終

的には持続可能な社会と競争力ある企業経営の両立をめざしていると理解できる。 

これまで述べてきたことから、「本来のCSR」と CSVの考え方が対立するのではなく、相互に本質を理解し

つつ、本業で社会的課題を解決して持続可能な社会を構築し、かつ企業価値を高めるためには、今後、

「CSRの実践」と「CSVの実現」の同時性が必要である。これが、まさに 21世紀型の企業経営の姿であろう。 

　（自社のプロセスやプロダクトが社会的課題を助長していないか）

●自社の環境・社会に及ぼす悪影響の除去・改善

　（悪影響の大きさに応じた優先順位と時間軸をもった戦略的実践）

●ステークホルダー価値の向上

（本業外の企業市民活動）

寄付　　フィランソロピー、メセナ　　ボランティア、企業プロボノ　　

第一ＣＳＲ
●自社の事業が環境・社会に及ぼす悪影響を知る

社会貢献活動 （善行的ＣＳＲ）

自らが環境・社会に及ぼす　　
　　影響への責任 （必須）

第二ＣＳＲ
ＣＳＶ （戦略的ＣＳＲ）

 (社会的課題の解決と競争力向上を同時実現する事業)

強みを活かした社会的課題　
　の解決への貢献 （努力）

①社会的課題を解決するプロダクトの開発・販売

②バリューチェーンの競争力強化と社会貢献の統合

③操業地域での事業基盤強化と地域貢献の統合

脱
却 ポーターの主張

本来のＣＳＲへリスク・マネジメント

ビジネス機会の活用

（挑戦） 

※ 

※ CSR デュー・デリジェンス 

 


